平成２５年度みよし市子ども総合支援センター基本構想策定検討委員会（第５回）議事録
（柴本課長）　定刻になりましたので、只今から第５回みよし市子ども総合支援センター基本構想策定検討委員会を開催いたします。

会議に先立ちまして礼の交換を行います。

ご起立ください。　「一同礼」　ご着席ください。

本日の会議は公開といたしております。あらかじめご承知おきください。

それでは、本日の会議資料の確認をお願いいたします。過日お送りした資料ですが、未定稿につき一部に変更がありましたので、本日手元には、新たに会議資料をお配りいたしました。

変更内容につきましては、文言の変更で、回答方針を根本から見直すような変更はありませんので、事前にお送りした資料のなかで、言い回しが変わった部分があるというご認識でお願いいたします。

それでは、小沢委員長にごあいさつ頂き、その後、議事の進行を委員長にお願いいたします。

（小沢委員長）それでは、始めさせていただきたいと思います。

いつも申し上げるように、会議は検討するのは厳しく、そして雰囲気は和やかに進めていきたいと思いますが、資料をたくさん送っていただいて、みなさんお読みいただくのに大変だったと思います。今日また事務局の方から、説明を聞きながらなるべく理解できるように、それから、特にご自分の分野に近いところには、ぜひご意見を出していただけるといいかな、と思います。

予定は１１時までということでございますが、資料はたくさんあるようですのでどうぞご協力いただきたいと思います。

それでは、「パブリックコメントの結果について」を事務局より、お願います。

（廣瀬）先程課長がご説明させていただきました通り、先週送らせていただきました資料については、一部未定稿でありましたので、表現の変更ですとか新たに追加した部分がありましたので、本日お配りした資料に基づきましてご説明をいたします。

先回送らせていただいたものには、パブリックコメントそのものを載せておいたのですが、本日ご用意した資料は、最初の１・２・３ページがパブリックコメントの中を要約してその回答をまとめたものになっております。４ページから１５ページまでが、パブリックコメントとその回答というかたちをとらせていただいております。
パブリックコメントの中で変えましたところは、その部分だけを説明させていただきます。

あらかじめお目通しをしていただいているという前提のもとに説明させていただきますので、お許しください。

　それではこれ以降は座って説明させていただきますので、ご了承ください。

　それでは資料１ページを開いていただきたいと思います。

いただきました意見の概要ということで、先ほど申しました通り９人の方から３０件の項目にわたりましていただいております。

１人目の方からは、放課後児童クラブの対象を見直してほしいという意見をいただきました。
　２人目の方からは、４項目で、自然とのふれあい・学ぶ・体験する場が必要である。それから、市内公園の活用・体験の場に、住民・団体・行政内の連携が重要である。みよし市の独自性の高いセンター創設を期待するという意見でした。

　３人目の方からは、子どもの現状ということで、子どもだけで外出できない、屋外で遊ぶ時間が少ないということが見過ごされている。それらの課題に対して対応のアプローチが不十分でないのか？また対応へのアプローチをもっと多様にというご意見でした。
　４人目の方からは、現状認識が総括的で打開策が具体的ではない、それと自然とのふれあいの場の保護と環境整備が必要、それから野外活動等における各種団体間の協働が必要、母子・父子家庭への対応としてのボランティア活動の指導、障がいのある子ども・外国籍の子どもの支援における幅広い活動、オープン施設・多目的広場の活用についてのご意見でした。
　５人目の方からは、２の機能で対象となる体験・経験活動が既存活動支援のようにとられる。重要な課題と考えられる自然体験活動が抜けている。それから、センターをバイオフィリアとして充足させる場として位置づけてはどうか？というご提案。現在整備中・計画中の如来池、保田ヶ池への整備へのご意見。センター創設に向けた役所内の連携、及び協働体制へのご要望。他の町にはない充実したセンターを希望しているという意見でした。
　６・７・８人目の方は６人目の方と同じ文章同じグループの方でありますので、一括で取りまとめさせていただいております。その内容としては、乳幼児を持った母親の出会いと居場所をつくってほしいとの要望でした。また、母親の先輩世代や祖父母の年代との交流を持てること。それから、自然資源を活かし、外遊びができるような支援策を希望するという意見でした。
　９人目の方からは、既存施設の修繕、改修などを希望されていて、特に三好丘緑地を使用するにあたっては、水と火が使えるバーベキューだとか火遊びができることを要望されています。また６・７・８番目にもありましたが、プレーパークの設置や、こども園の設置、または市立幼稚園の設置もしくは私立幼稚園の補助の拡大、子育て支援グループの支援についてご意見をいただいております。
これらのご意見に対しては、２・３ページのような答をまとめさせていただこうと思っておりまして、それが４ページ以降質問と答えということで発表させていただこうと考えております。
１人目の方の児童クラブの問題についてのいただいた意見については、制度的な放課後児童クラブの対象の見直しは、厚生労働省が管轄する事業であるため、アンケート調査を行って把握をした結果によりまして、方針と市の実施内容を連動させていく必要があるということをお答えしようと思います。また、横浜市と日進市の例が取り上げられていたのですが、事業の違いとみよし市の施策との対比ということでお答えしようと思います。
　それから２番目の自然とのふれあい・地域との連携の問題なんですが、こちらのほうについては、内容的には体験と経験の充実による自立と社会性の育みという中の地域の物的・人的資源の有効活用や、協働・連携・ネットワークの構築等の重要項目に入れさせていただくかたちで、お答えさせていただきます。
　３番についても同様な方向だったんですが、現在行っている業務と多世代交流、地域との協働、各施策の連携を含んだものということで検討をしているということでお答えさせていただきます。
　４番目の方からいただいたもので、課題が３点ということで、提示させていただいております。こちらの方も自然とのふれあいが非常に重要だということでいただいております。具体的に先ほど申し上げました、如来池と保田ヶ池公園についてのご提案をいただいた内容になっております。

　課題の４番目としては、母子・父子家庭への対応ということで、市としても重要な課題ということで捉えて今後の計画、実施の段階でご意見を参考にしていきたいと、答えさせていただこうと思います。
　課題５ということで、障がいのある子ども・外国籍の子どもの支援ということなんですが、こちらについても必要とされる取り組みを検討していくということで答えさせていただこうと思います。

　５番目の方なんですけど、既存への支援なのかという点についてですが、新しく生まれる取り組みも含めまして、情報収集し、支援していくということ、子どもの自立・社会性を育む上での屋外での自然体験については、ご提案をいただいている内容について具体的な事業計画や実施の段階で参考にしていけたらと、考えております。
それから、センターをバイオフィリアとして充足させる場として位置づけてはどうかという点なんですが、市内にあるさまざまな子育ての取り組みの中でやっていく上では、一つの分野ということになります。センターの基盤としては、こうした機能を備えることも

必要と考えていると答えさせていただこうと思います。
　現在整備中・計画中の如来池、保田ヶ池公園へのご意見なんですが、最終的には事業担当課がございますので、そちらの担当課の方にこうしたお考えを伝えてある、と答えさせていただこうと思います。
　創設に向けた役所内の連携、及び協働体制ということなのですが、運営体制を含めまして、協働ということを前面に出しておりますので、みよし市独自の子ども総合センターを開設し運営していくことを考えていると、答えさせていただこうと思います。
　６番目として３人の方が同じ意見ということで扱わせていただいております。

子育て中の母親の出会いと相談の機会、先輩世代・祖父母世代との交流についてですが、基本構想案の中では、身近な人材の支援・応援の人材活用、多世代のさまざまな経験・特色を持つ人々との交流の機会づくり等で必要な機能としてあげております。

それから外遊びができるような支援ということで、体験・経験プランの提案・企画・コーディネートの機能にいれてある考えであることを答えさせていただこうと思います。
　９番目の意見は、既存施設の修繕、改修などですが、この意見は、みなさんのお手元には、お配りできなかったこと、お詫びします、すみませんでした。
では、回答内容を説明させていただきます。

三好丘緑地を使用するにあたって水と火が使えるようにというご要望で、公園管理及びバーベキュー等の利用方法についていただいたご意見は、担当課の方にこうしたお考えを伝えてある、と答えさせていただこうと思います。

次に、資料には市立とありますが、私立の間違えです。申し訳ございません。ご訂正お願い致します。

子ども園の設置、または私立幼稚園の補助ということですが、現在、子ども子育て支援法に基づきまして、今年度市民のニーズ調査を行っております。こちらのニーズ調査の結果を把握してから、認定こども園の設置を検討することになりますが、今まで市の中で検討したこと、あるいは私立幼稚園の関係者と新しい子ども子育て支援法による体制ということで検討させていただいておりますが、今のところ私立幼稚園は、どこも認定こども園に移行するお考えはありませんので、その旨お答えさせていただきます。
また、私立幼稚園の認定こども園への移行ということですが、各幼稚園が判断されます。

　幼稚園及び通園者への補助なんですが、文部科学省所管の補助事業これは就園奨励費という事業があるんですけど、こういった国の事業を活用しているとともに、市独自に授業料補助や、私立幼稚園協会補助など実施していることを答えさせていただこうと思います。
　子育てグループの支援ということですが、現在、子ども会においては、みよし市子ども会育成連絡協議会において、あるいは子育てサークルは子育て支援センターの行事においては、交流の場を持っていることを答えさせていただこうと思います。

また、子育てサークルの交流については、地域における気軽に集える場づくりの検討と支援、の機能に該当するという考えを答えさせていただこうと思います。
　次の寄せられた意見とみよし市の考え方は、本日お配りした資料の４ページからが、以前送らせていただいたものとなりますが、４ページから１３ページが以前送らせていただいた部分です。
１３ページまでは、ほとんど文言の変更はございませんが、４ページの一番最後の放課後児童クラブの項目なんですが、一番下の４行で、「本市の場合」以降が修正してあります。
　それから５ページの２番の方の自然とのふれあい・地域との連携の問題の項目で、先ほど説明しましたように自然とのふれあい・自然環境ということに重きをおいたパブリックコメントが多かったので、一番下の３行に、基本構想案に、地域の物的・人的資源の有効活用の欄のところへ、自然環境を活かした体験活動を充実させるという文言を追記していこうと考えておりますので、よろしくお願いします。
　本日の資料で、１４ページと１５ページが、以前にお送りした資料に無かったものです。

こちらは４点ほど挙げておられまして、それらの意見と回答の内容が、先ほどの概要でご説明させていただきましたが、それぞれあげさせていただきました。
細かい内容という事では、基本構想のなかでは、あまり細かいことは反映させることはできないので、先ほどご説明させていただいたような内容で答えていこうと思います。
パブリックコメントの結果の説明については以上とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

（小沢委員長）　ありがとうございました。家で読んできたはずだと思いますけど、膨大な資料で大変だと思いますが、それぞれのお立場から見るときっと何かが出てくると思います。ご質問・ご意見ございましたら。

特にご自分の関係するところを優先的に見て頂けるとよろしいかと思いますが。もしご質問等ございませんと、他の資料もございますので、そちらに先に進めていただいた方がよろしいかと思いますが、よろしいでしょうか。

　次の基本構想を先にお願い致します。

（廣瀬）　それでは、表１の２番目基本構想案についてです。

こちらの方は、以前送らせていただいたものをそのままご用意いただければと思います。

　先ほどパブリックコメントの中でご説明いたしましたが、本文中の誤字・脱字、あるいは表記をもう一度こちらの方で確認を取らせていただいて、必要な場合は、表現を改めさせていただこうと思います。
　例えば誤字は、２ページの子どもの家庭を取りまく社会環境の状況という項目の中の下から２行目なんですが、個人的価値の重視・子どもへの向き合い方の「子」が、ひらがなになっているので、漢字に変える修正をします。
　あと１５ページをお開きいただきたいと思います。先ほどのパブリックコメントで説明させていただきましたが、この２番の体験・経験活動の充実による、自立と社会性の育み、下の点線枠の中の機能の６番目、地域の物的・人的資源の有効活用のところなんですけど、自然環境を生かした体験活動を充実させるという文言を、第４回の時には入れてはなかったのですが、今回パブリックコメントをいただいた中で、１つ項目として、こうした内容を追記させていただこうと思います。

最終的に配布いたしました基本構想案を提案させていただきまして、ご了承いただけましたなら、案を取って正案として基本構想をまとめていきたいと思います。
よろしくお願いいたします。
（小沢委員長）これもたいへんな資料でございますが、ご質問・ご意見ありましたらご発言いただきたいと存じます。
（加藤委員）　９ページですが、「子どもの育ちや子どもをめぐる環境変化は、」が主語ですが、述語がよくわからない感じがします。

また、１行目に働く母親の増加が入っているんですが、世の中は女性の労働力を推進しなければならない状況ですが、最後の述語が、働く女性の増加は教育力が低下する傾向にあるというマイナスな要因というかたちになっています。

核家族、いわゆる地域のつながりの希薄などということで、他のトーンはみんなそういうことになっている、価値判断的なものが入っているので、主語述語的なものをもう少し整理していただいたほうが分かりやすいのかなと思います。
（小沢委員長）いかがでしょうか？

（柴本課長）主語述語というのは、子どもの育ちや子どもをめぐる環境変化は、が主語で、述語がないような文章になっていること。もう１か所働く女性の増加が、家庭での教育力の低下を招いているというネガティブな表現になっているので、誤解を招くから好ましくないというご指摘ですね。

　今どういう言葉がいいのかわからないので、主語述語の関係は一度検討させていただきます。それから働く母親の増加が、教育力の低下につながるとの、表現も再度検討させていただきます。
　後程、修正内容をお知らせするということでお願いします。

（小沢委員長）少し修正していただいく、そんなところでよろしいでしょうか？

それでは、事務局よろしくお願いいたします。
その他にございますか？今の様な表現の仕方、少し表現の受けとり方が違ってくることがありますので、お気づきになったことおっしゃっていただけると嬉しいです。
今の基本構想の問題もそうですし、先ほどのパブリックコメントの方の意見でもよろしいので、どちらでも。大丈夫でしょうか？

（加藤委員）　基本構想なので抽象的な事ですが、このあと計画が具体的にどう進められていくかが、一つの根拠という事だと思うんですけど、ここでいう施設という場合は、少しぼかした表現ですが、ハード的なものは想定されていますよね？
それが新規であるか既存の施設であるか、単なる市役所内の組織であるか。
　
（柴本課長）当然ハード的なものがなければできませんので、前も申し上げましたようにすぐ隣に図書館を中心とした複合施設ができますので、移転後の空き公共施設を利用して対応する計画になっていまして。

この構想自体はハードな面よりも、どちらかというとソフトの面で何をするのか、という事が中心になっていまして、先ほどのパブリックコメントの答えにありましたように、今後具体的で詳細な事業計画の中で機能に必要なハードを計画して整備していくことになります。常設的に必要な部屋もありますし、色々な事業をしていくとなると年に何回も使わないという機能もありますので、多目的なスペースでいいじゃないかと、基本構想の中では、具体的なレイアウトまでは計画していなくてもよいというふうに考えていまして、実施設計段階でその辺りを具体化していくという事でよろしいでしょうか？
（河合委員）　１０ページ（５）は、平成１９年より文科省から出されている通知なり、そういうものを根拠にしていると思われます。この場合発達障がいは、害の字をひらがなにしているのはみよし市さんの意見だと思います。たぶん国は害の漢字を使っていますから、ここはあるいはカッコ書きにでもしておいた方が、あえてみよし市の意見を出すというふうにしてもいいと思います。そうすれば、全く問題ないと思います。
次に、障がいのある幼児・児童・生徒と丁寧な表現にしていることは、大変いいことだと思います。実はその次の問題で、障がい児の増加とその家族の精神的負担の軽減が読んでいくとよく分かるんですが、増加の軽減なんでしょうか？増加する障がい児とその家族の精神的負担を軽減するんですよね？きっと。増加を軽減することじゃないと思います。増加が好ましいという事はないし、増加はこれまで救えなかった児童たちを救っていこうという考えですから、結果的に対象児童が増えていくんでしょうけれども、そうすると本人と家族は精神的な負担もあるでしょうから、軽減していきましょうということを提唱している。
　その次の、子どもの自立支援というのが、そういう障がいのあるお子さんの事を指すのでしょうか。それとも、全体の子どものことを言っていて、突然、（３）・（４）の子どもも合わせて自立支援と言っているのか、よく分からない感じがする。
ここを、障がいという事に限定するのであれば、障がいのある子どもとかに限定した表現にしたらどうでしょうか？
（加藤部長）　そうですね。そのように表現を変えたいと思います。ありがとうございました。

（天石副会長）　よろしいでしょうか？これは社協からのお願いですが、９ページの所に（２）番で、多様な関係の中で育てられていることが大事だと書いてあり、１３ページでは、「生き抜く力、社会性が高まるような体験・経験活動、地域による子どもを育む体験・経験活動」が掲げられているが、バックボーンとしてこういう事が大事だということを、ぜひセンターから発信していただきたいなと思います。
少し長くなるのですが、昨日県全体の社会福祉協議会がありまして、パネリストが自殺相談をしていて、本当に自殺してしまう人と自殺を思いとどまる人がいる。思いとどまる若者のメールについて、最近あった事例だそうですが、「今日自殺しようと思った。だけど、自殺をやめて、今このメールをうっている。なぜかというとその子は、学校から帰ってくる時に、近所のおじいちゃんが（あまり知らない人だが）『おかえり』と言ってくれた。知らない人だけど、僕のことをおかえりなさいって見てくれている人が近所にいるんだと、思ったら、自殺するのやめました」とメールがきたそうです。
それから私のところでは、要介護になっていない方が集まるサロンがあるのですが、そこでも独居の方とか老々の方がおられまして、その方でも、「普段孤立して口をきく必要がないので、ここへ来ると本当に話ができるし、うれしい。そうでないと孤立して、口をきく機会もない。たまたまこの前道を歩いていたら、小学生が『こんにちは』って言ってくれたと。そういうのがあると、一日ぽかぽかしている。」とおっしゃっていた。
それはとても大切なことで、日常的にこうした何気ないことが、繰り返し繰り返し必要だと思いますし、ぜひそういうことができる明るい社会になることが大事なので、ぜひこのセンター構想のセンターの中で、ぜひ情報提供や啓発活動していくという文言を入れていただきたい。どういう文言で入れてもらうかは難しいのですが、みんなでやっていくんだ・みんなで支え合うんだという事が基本だと思うので、お願いしたいと思います。長くなってしまいましたが。
（小沢委員長）　ということで、どう考えていけばいいんでしょうか？

（河合委員）　今のご質問・ご指摘は、たいへん重要なことだと私自身思っていることで、９ページにも子どもたちにも「ほめられる・認められる」という事が、書いてありますよね？子どもだけではなく、みんなそうだと思うんです。見返りで給付があるとか、現実の便宜・利益とかは制度としてあるのですが、その前に認められる・理解されるという事が無しに、お金だけくれてやればいいだろうという発想では、全然心は育たない。
最後そこに行くんですが、誰が褒めるんですか？誰が認めるんですか？ということがよくわからないです。
子どもが困った、あるいはお年寄りが一人でいるとか、自殺まで考えているお子さんがいるという時に、まずは家族でしょ。と言っているみたいに聞こえるけど、それは家族だけでは、やっぱりできなかったんですよ。では、誰かがやってくれるんですか？その接点をどういう人たちが担うのか？守りたい人は大勢いるんですけど、守ってあげる人はどこにいるんでしょう？
行政でもいいんですよ。市役所の人が聞いてあげる。でも、それこそが大事なのかもしれません。それもできないというのであれば、仕組みをどういうふうにするのか。

安心して相談に来てください、なんでも話してね、とそういうことができるところに、センターはなるということではないでしょうか。
そうなると人的資源も必要ですから、費用がかかるとか色々な問題が出ますけど、お金をかけなければ、何もできないわけでもないので、色々な人がいて聞いてあげられる人もいるし、聞いてほしい人もいるというのを上手く仕組みを作ることが非常に大事で、これをどうやって実現していくかを、少し具体的にみよし市流の解決の方法を示していただくと、非常にいい例になるかと思います。
そこまで役割を背負う必要はないかもしれませんが、いかがでしょうか？

（小沢委員長）　お二人の意見を聞きながら、事務局の方で修正というのか。

（加藤部長）　今、具体的に思いつきませんが、なになにの会だとか団体だとか、当然そこの地域にお住みの方だとか、隣の方だとかいうことも含めてお時間をいただいて、早急に修正したいと思います。

（小沢委員長）ということでよろしいでしょうか？今ここでどう修正とかは、ご意見ありますか。
（柴本課長）　１３ページの地域の子育て機能を総合的に支援するというのがありまして、施設機能の目的には、生き抜く力・社会性が高まるような体験と経験、地域による子どもを育む体験・経験活動の支援がありますので、この辺において修正の必要があれば検討させていただきます。
（小沢委員長）その他にありますか？

（天石副会長）　細かいことに気付いたことがあるのですが、パブリックコメントの回答を読んでいますと、関係の課にお伝えしますとかいうことで終わっている回答もあるのですが、これは本当に回答になっているのでしょうか？また、そうしていただけるんでしょうか？パブリックコメントした人は、「こうしたことはこうして欲しい」と言って問い合わせたら、回答として、関係の課にお伝えします。それはお伝えするでいいんですけど、そこから回答があるのか。なしのつぶてで終わらないように。
（柴本課長）そういった回答の関係は、如来池・保田ヶ池の関係だと思いますが、関係各課に問い合わせましたところ、すでに直接来られているそうです。そちらに最初アプローチされたが、その提案に対し市の整備計画が変わらないという事で、こちらにみえているということで、すでに提案に対し色々検討している、対応しているとのことです。子育て支援課としては、常に情報提供していますが、何らかの回答はすでにしていると聞いています。

（小沢委員長）　難しいですね、でもそういうことをこの場でお話しできたら、よろしいかと。

（加藤部長）　ぜひ、そういうふうに言っていただけたらありがたい。

あと私が少し分かりにくいというか、パブコメで広報に出した表がありましたが、実はこちらには載っておりません。１３ページ以降の構想のつながりが分かりにくいかな？と感じております。

これがこういうふうでと、パブコメは分かりやすく１枚にまとめてしまっているのですが、そういう資料をここにつけたらもう少しわかりやすいかなと。事務局が勝手に付けていってはいけないので。そういった分かりやすさがあればと思っております。
よろしくおねがいします。
（小沢委員長）　読む人の立場もあったり、能力もあったりして、どういうのが一番いいのか難しいですが、色々ご意見いただいて、事務局の方で最終的に検討していただけたらいいかと思います。
そんなふうにお願いしたいと思いますが、みなさんよろしいでしょうか？
何かお考えがございますか？どうぞありましたら。
（加藤部長）　１３ページ以降が、そのごとのページごとに分かれているから、まとめたものを付けたらわかりやすいかな？と思ったものですから。
ありがとうございました。これがＡ３の折り込みになるのかなという気はします。

（小沢委員長）　　先ほど申し上げましたように、立場と能力と読み方はむずかしいかと思いますが、役所の方でできるだけこういうのを含めながら、検討いただけましたらいいかと思います。

その他何かございますでしょうか？

ご意見ないようでしたら、委員会として、この案を基本構想として市長に報告してまいりたいと存じます。

それでは、「その他」を今後の日程の説明と含めて事務局より、お願いします。
（廣瀬）　今後の日程ですが、パブリックコメントにつきましては、公開していきますので、先ほどご指摘をいただいた箇所で、パブリックコメントに該当する部分は、再度もう一度確認させていただきまして、中旬をめどにホームページにて公開させていこうと思います。
また広報ですが、確認しましたところ３/１５号広報で載せていくけれど、一番最初にご説明いたしました人数と件数のみを載せるという事でしたので、内容的にはホームページの方で確認いただくかたちになっています。

それから、市長への基本構想の報告予定なんですが、今のところ３月１８日（火）に印刷物として冊子にしまして、市長に提出をしていく予定です。
こちらにつきましても、先ほどご指摘いただいた９ページの表現の方法、それから１３ページへの必要な修正、と文章の確認。そういった過程を経まして、完成させていきたいと思います。またこの基本構想につきましては、ご指摘ただいた修正についてもご一任いただければ、事務局の方で進めさせていただき、できた段階で皆様の方にお示しをし、それから市長にあげていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
（小沢委員長）　今後の運営の仕方、日程等でご意見はございますでしょうか？
事務局の予定で了承すると言っていただければ、幸いかなと思いますけど、よろしいでしょうか？そうしますと、本日の審議結果を、事務局で検討したいと思いますが、よろしいでしょうか？
（複数委員）了承します。

（柴本課長）　ありがとうございます。一応委員会としては、本日が最後となりまして、色々いただいたご意見につきましては、またまとまった段階で、皆様に郵送でご説明するということでご了承いただきたいと思います。
委員の皆様には、２４年度から２年間お疲れ様でした、ありがとうございました。

　それでは以上をもちまして、みよし市子ども総合支援センター基本構想策定委員会を終了させていただきます。

　　最後に加藤部長よりお礼申し上げます。

（加藤部長）いま課長が申しあげましたが、２か年にわたり市長のマニフェストということで、基本構想の策定が始まりましたが、市長もこういうものが必要だが、具体的なものは市民との協働で策定してこいということで、昨年の初め頃、最初の委員会では白紙の状態から入りますと言った覚えがあり、２年かけて策定させていただいくことができました。３月に市長へ報告させて頂くということで、長期にわたってありがとうございました。
（柴本課長）　それでは、審議会終了にあたりまして、礼の交換を行って終了したいと思います。一同ご起立ください。
　一同礼。

　ありがとうございました。

